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すごいぞ、おとうさん 
 

ピッツァぼうや 
ウィリアム・スタイグ 作 木坂 涼 訳 好学社 Ｅ－ス 

ピートは雨
あめ

がふってきて外
そと

であそべないので、ご機嫌
き げ ん

ななめです。おとうさんはそんなピー

トをみて、ピートでピッツァをつくったらたのしくなるかもしれないと思
おも

いました。おとうさ

んはピートをテーブルにのせ、きじをこねたり、ひっぱったり、空中
くうちゅう

にとばしたりしました。 

 

ジャムおじゃま  
ヘレン・クレイグ 絵 マーガレット・マーヒー 文 たなか かおるこ 訳 

徳間書店 Ｅ－ク 

 ある日
ひ

、ママはおつとめにでることにしました。そこでパパが主夫
し ゅ ふ

になり、家
いえ

のことをする

ようになります。パパの主夫
し ゅ ふ

ぶりはかんぺき。かんぺきすぎてやることがないなとパパが思
おも

っ

たとき、家
いえ

のうらにある大
おお

きなプラムの木
き

から、うれた実
み

がおちる音
おと

がしました。ひらめいた

パパは、くる日
ひ

もくる日
ひ

もプラム・ジャムをつくるようになりました。 

 

火のくつと風のサンダル  
ウルズラ＝ウェルフェル 作 関 楠生 訳 童話館出版 ９４３－ヴ 

もう少
すこ

しで七
なな

才
さい

のチムは自分
じ ぶ ん

がでぶでちびなので、悲
かな

しくなるのでした。おとうさんは誕生
たんじょう

日
び

に赤
あか

いくつをチムにプレゼントします。そして夏休
なつやす

みに、赤
あか

いくつとリュックサックをもっ

て、チムは「火
ひ

のくつ」、おとうさんは「風
かぜ

のサンダル」と名
な

のり、ふたりは楽
たの

しい旅
たび

にでか

けました。 

 

大草原の小さな家 
ローラ・インガルス・ワイルダー 作 恩地 三保子 訳 福音館書店 ９３３－ワ  

ローラたち一家
い っ か

は、ウィスコンシン州
しゅう

の「大
おお

きな森
もり

」の小
ちい

さな家
いえ

を売
う

り、野生
や せ い

の動物
どうぶつ

たち

がいる西部
せ い ぶ

へ旅立
た び だ

ちました。毎日
まいにち

馬車
ば し ゃ

にのり、あたらしい場所
ば し ょ

でキャンプをします。長
なが

い長
なが

い

旅
たび

をし、空
そら

のはてまでひろがる大草原
だいそうげん

に家
いえ

を建
た

てることにしました。とうさんは、家
いえ

と馬
うま

小屋
ご や

を造
つく

るために何日
なんにち

も何日
なんにち

も丸太
ま る た

運
はこ

びをします。 

 
 
 
 



とうふやのかんこちゃん 
吉田 道子 文 福音館書店 ９１３－ヨ 

かんこは、とうふやのこどもです。とうさんはとんがり山
やま

のふもとにじぶんの店
みせ

をもちまし

たが、なかなかじぶんのとうふづくりに自信
じ し ん

がもてません。かんこはとうふの絵
え

をかいて、店
みせ

のよこのモミジの木
き

のえだにはさみました。日曜日
にちようび

のひるさがり、とうふの絵
え

のはなしをして

いる元気
げ ん き

な声
こえ

がしました。かんこが店
みせ

からでると、目
め

の前
まえ

にいたのはニ
に

ひきのキツネでした。 

 

クリスマスがちかづくと 
斉藤 倫 作 福音館書店 ９１３－サ 

セロがものごころついたときから、クリスマスの日
ひ

はいつもおとうさんはるすで、おかあさ

んはデパートのおしごとでした。だから、セロはクリスマスがだいきらいです。十
じっ

さいのセロ

は、おかあさんにどうしておとうさんはふゆになると家
いえ

にかえってこなくなるのか質問
しつもん

しまし

た。するとおかあさんは、ないしょのやくそくがまもれるかとセロにききました。 

 

キタキツネのおとうさん  
竹田津 実 文 福音館書店 ４８９－タ 

 子
こ

ギツネはおかあさんが大
だい

すきです。それにくらべ、おとうさんは子
こ

どもには人気
に ん き

がありま

せん。おとうさんギツネは家族
か ぞ く

のために巣
す

をまもり、餌
えさ

をはこぶ仕事
し ご と

に精
せい

をだします。またお

とうさんギツネには、子
こ

ギツネが危険
き け ん

から身
み

をまもることを教
おし

えるだいじな仕事
し ご と

があります。

キツネは、人間
にんげん

のようにおとうさんとおかあさんが協 力
きょうりょく

して子
こ

育
そだ

てをしています。 

 

 


